
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素電極に映像電圧として が印加され、対向電極に対向電
圧が印加され、 映像電圧と 対向電圧の差として画素に画素印加電圧が与えられて
画像を表示する表示装置において、
　各階調ごとに 正極電圧 と負極電圧 とを決め、フリッカーが最も
小さくなるような対向電圧 と 対向電圧 の代表値とを決めて 対向電圧 と 代
表値との差分を求め、
　 正極電圧 、 負極電圧 のいずれにも 差分を加算するとともに 対向電
圧は 代表値に設定した状態で、ガンマ値を所定の値に設定し、センター電圧値

対向電圧 を一定にし、階調を変えながら、設定したガンマ値に相当する階調－輝度
曲線上に値が乗るように調整された について、
　 正極電圧および負極電圧の一方 を第１極電圧
、他方 を第２極電圧 とするとき、
　 第１極電圧値が電圧データ格納部に格納されるとともに、
　 第２極電圧値と、 第１極電圧値の１の補数との差である補正値が 電圧デー
タ格納部に格納されており、
　表示処理時には、 第１極電圧値と 補正値とを用いて 第１極電圧値に対応す
る 第２極電圧値を算出する電圧データ生成部を備えたことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
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　 補正値のビット数Ｂが、不等式
Ｖ gpp×Ｈ max／２ B　＜　ＶＡ／ＫＤ
（ただし、
Ｖ gpp ：ゲート電圧のピーク toピーク電圧
Ｈ max ：引き込みのばらつきの最大値
Ｂ　　：補正値のビット数
ＶＡ　：映像信号の振幅
ＫＤ　：各ガンマ値に対して割り当てられる階調数
を満たすように選ばれることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　 補正値のビット数が、 第１極電圧値のビット数の半分であることを特徴とする
請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　画素電極に映像電圧として が印加され、対向電極に対向電
圧が印加され、 映像電圧と 対向電圧の差として画素に画素印加電圧が与えられて
画像を表示する表示装置において、
　各階調ごとに 正極電圧 と負極電圧 とを決め、フリッカーが最も
小さくなるような対向電圧 と 対向電圧 の代表値とを決めて 対向電圧 と 代
表値との差分を求め、
　 正極電圧 、 負極電圧 のいずれにも 差分を加算するとともに 対向電
圧は 代表値に設定した状態で、ガンマ値を所定の値に設定し、センター電圧値

対向電圧 を一定にし、階調を変えながら、設定したガンマ値に相当する階調－輝度
曲線上に値が乗るように調整された について、
　 正極電圧および負極電圧の一方 を第１極電圧
、他方 を第２極電圧 とするとき、
　 第１極電圧値が電圧データ格納部に格納されるとともに、
　 第１極電圧値の値を用いて 第２極電圧値を算出することが可能な補正値であっ
て、 第２極電圧値そのものと比べて、数値の必要ビット数が小さい補正値が 電圧
データ格納部に格納されており、
　表示処理時には、 第１極電圧値と 補正値とを用いて 第１極電圧値に対応す
る 第２極電圧値を算出する電圧データ生成部を備えたことを特徴とする表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置等の表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、液晶表示装置等の表示装置が広く使われている。このような液晶表示装置と
しては、例えば特許文献１ないし３のようなものがある。
【０００３】
　特許文献１は、正極のテーブル、負極のテーブルの二つを持っているものである。
【特許文献１】特開平７－１７５４４７号公報（公開日平成７年７月１４日）
【特許文献２】特開平１０－７４０６６号公報（公開日平成１０年３月１７日）
【特許文献３】特開２０００－２００３７号公報（公開日平成１２年１月２１日）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　黒べた表示のとき、ｎライン目と（ｎ＋１）ライン目で、液晶印加電圧は等しくなる必
要がある。
【０００５】
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　液晶に引き込み等がない場合、負極電圧は正極電圧の１の補数をとることで求められる
。
【０００６】
　一般的に液晶では寄生容量による引き込みがあり、それに伴って映像信号の電位である
映像電圧が下がる。すなわち、映像信号のセンター電圧値が下がる。引き込みは白に近い
ほど大きくなる。
【０００７】
　液晶にかかる電界の方向により、液晶印加電圧が、ｎライン目と（ｎ＋１）ライン目と
で異なり、その結果、フリッカーが見えてしまう。
【０００８】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、フリッカーの出に
くい表示装置を実現することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決するため、本発明に係る表示装置は、画素電極に映像電圧として

が印加され、対向電極に対向電圧が印加され、 映像電圧と
対向電圧の差として画素に画素印加電圧が与えられて画像を表示する表示装置において

、各階調ごとに 正極電圧 と負極電圧 とを決め、フリッカーが最も
小さくなるような対向電圧 と 対向電圧 の代表値とを決めて 対向電圧 と 代
表値との差分を求め、 正極電圧 、 負極電圧 のいずれにも 差分を加算する
とともに 対向電圧は 代表値に設定した状態で、ガンマ値を所定の値に設定し、セ
ンター電圧値 対向電圧 を一定にし、階調を変えながら、設定したガンマ値に
相当する階調－輝度曲線上に値が乗るように調整された について、

正極電圧および負極電圧の一方 を第１極電圧 、他方
を第２極電圧 とするとき、 第１極電圧値が電圧データ格納部に格納されるとと

もに、 第２極電圧値と、 第１極電圧値の１の補数との差である補正値が 電圧
データ格納部に格納されており、表示処理時には、 第１極電圧値と 補正値とを用
いて 第１極電圧値に対応する 第２極電圧値を算出する電圧データ生成部を備えた
ことを特徴としている。
【００１０】
　画素電極に印加される電圧を映像電圧と称し、対向電極に印加される電圧を対向電圧と
称し、その差として画素に与えられる電圧を画素印加電圧と称し、映像電圧や対向電圧の
振幅の１／２をそれぞれのセンター電圧値と称する。映像電圧は、交流駆動であるため２
値の値をとり、対向電圧より高いほうを正極電圧、対向電圧より低いほうを負極電圧と称
する。
【００１１】
　上記の構成により、まず、各階調ごとに、正極電圧と負極電圧とを決め、フリッカーが
最も小さくなるような対向電圧と、対向電圧の代表値とを決め、その対向電圧と対向電圧
の代表値との差分を求め、正極電圧、負極電圧のいずれにもその差分を加算する。対向電
圧は上記代表値に設定する。
【００１２】
　次に、ガンマ値を所定の値（例えば２．５）に設定し、センター電圧値、対向電圧を一
定にし、輝度計等を用いて、階調を変えながら、設定したガンマ値に相当する階調－輝度
曲線上に値が乗るように、正極電圧、負極電圧を調整する。
【００１３】
　次に、正極電圧および負極電圧の一方を第１極電圧値、他方を第２極電圧値とするとき
、第１極電圧値は電圧データ格納部に格納しておき、第２極電圧値については、第２極電
圧値そのもののデータではなく、第２極電圧値と、第１極電圧値の１の補数との差である
補正値を格納する。
【００１４】
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　表示処理時には、上記第１極電圧値と補正値とを用いて上記第１極電圧値に対応する第
２極電圧値を算出して画素電極に印加する。
【００１５】
　このように、負極電圧そのもののデータではなく、正極電圧の値を用いて目的の負極電
圧を算出することが可能な補正値を電圧データ格納部に格納する。あるいは、正極電圧そ
のもののデータではなく、負極電圧の値を用いて目的の正極電圧を算出することが可能な
補正値を電圧データ格納部に格納する。
【００１６】
　この結果、例えば、負極電圧のデータそのものを電圧データ格納部に格納する場合には
各データ用に８ビットのビット数が必要であるような場合でも、例えば４ビット等のよう
に、必要なビット数を少なくすることができる。
【００１７】
　したがって、負極電圧のデータそのものを電圧データ格納部に格納するのと比べて、電
圧データ格納部に格納すべきデータの量を小さくすることができる。
【００１８】
　それゆえ、設定したいずれの階調においても、フリッカーが出にくく、階調間で正極電
圧、負極電圧のばらつきが少なく、設定した階調ごとに所望の階調を実現する正しい輝度
が得られ、かつ、電圧データ格納部の容量を圧迫しにくい表示装置を実現することができ
るという効果を奏する。
【００１９】
　また、本発明に係る表示装置は、上記の構成に加えて、上記補正値のビット数Ｂが、不
等式
Ｖ gpp×Ｈ max／２ B　＜　ＶＡ／ＫＤ
（ただし、
Ｖ gpp ：ゲート電圧のピーク toピーク電圧
Ｈ max ：引き込みのばらつきの最大値
Ｂ　　：補正値のビット数
ＶＡ　：映像信号の振幅
ＫＤ　：各ガンマ値に対して割り当てられる階調数
を満たすように選ばれることを特徴としている。
【００２０】
　上記の構成により、上記補正値のビット数Ｂが、上記不等式を満たすように選ばれる。
【００２１】
　したがって、電圧データ格納部に格納すべきデータの量をより容易に小さくすることが
できる。それゆえ、上記の構成による効果に加えて、電圧データ格納部の容量圧迫をより
容易に抑制することができるという効果を奏する。
【００２２】
　また、本発明に係る表示装置は、上記の構成に加えて、上記補正値のビット数が、上記
第１極電圧値のビット数の半分であることを特徴としている。
【００２３】
　上記の構成により、上記補正値のビット数が、上記第１極電圧値のビット数の半分であ
る。
【００２４】
　したがって、電圧データ格納部に格納すべきデータの量をより確実に小さくすることが
できる。それゆえ、上記の構成による効果に加えて、電圧データ格納部の容量圧迫をより
確実に抑制することができるという効果を奏する。
【００２５】
　上記の課題を解決するため、本発明に係る表示装置は、画素電極に映像電圧として

が印加され、対向電極に対向電圧が印加され、 映像電圧と
対向電圧の差として画素に画素印加電圧が与えられて画像を表示する表示装置において
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、各階調ごとに 正極電圧 と負極電圧 とを決め、フリッカーが最も
小さくなるような対向電圧 と 対向電圧 の代表値とを決めて 対向電圧 と 代
表値との差分を求め、 正極電圧 、 負極電圧 のいずれにも 差分を加算する
とともに 対向電圧は 代表値に設定した状態で、ガンマ値を所定の値に設定し、セ
ンター電圧値 対向電圧 を一定にし、階調を変えながら、設定したガンマ値に
相当する階調－輝度曲線上に値が乗るように調整された について、

正極電圧および負極電圧の一方 を第１極電圧 、他方
を第２極電圧 とするとき、 第１極電圧値が電圧データ格納部に格納されるとと

もに、 第１極電圧値の値を用いて 第２極電圧値を算出することが可能な補正値で
あって、 第２極電圧値そのものと比べて、数値の必要ビット数が小さい補正値が
電圧データ格納部に格納されており、表示処理時には、 第１極電圧値と 補正値と
を用いて 第１極電圧値に対応する 第２極電圧値を算出する電圧データ生成部を備
えたことを特徴としている。
【００２６】
　画素電極に印加される電圧を映像電圧と称し、対向電極に印加される電圧を対向電圧と
称し、その差として画素に与えられる電圧を画素印加電圧と称し、映像電圧や対向電圧の
振幅の１／２をそれぞれのセンター電圧値と称する。映像電圧は、交流駆動であるため２
値の値をとり、対向電圧より高いほうを正極電圧、対向電圧より低いほうを負極電圧と称
する。
【００２７】
　上記の構成により、まず、各階調ごとに、正極電圧と負極電圧とを決め、フリッカーが
最も小さくなるような対向電圧と、対向電圧の代表値とを決め、その対向電圧と対向電圧
の代表値との差分を求め、正極電圧、負極電圧のいずれにもその差分を加算する。対向電
圧は上記代表値に設定する。
【００２８】
　次に、ガンマ値を所定の値（例えば２．５）に設定し、センター電圧値、対向電圧を一
定にし、輝度計等を用いて、階調を変えながら、設定したガンマ値に相当する階調－輝度
曲線上に値が乗るように、正極電圧、負極電圧を調整する。
【００２９】
　次に、正極電圧および負極電圧の一方を第１極電圧値、他方を第２極電圧値とするとき
、第１極電圧値は電圧データ格納部に格納しておき、第２極電圧値については、第２極電
圧値そのもののデータではなく、第１極電圧値の値を用いて目的の第２極電圧値を算出す
ることが可能な補正値であって、第２極電圧値そのものと比べて、数値の必要ビット数が
小さい補正値を格納する。
【００３０】
　表示処理時には、上記第１極電圧値と補正値とを用いて上記第１極電圧値に対応する第
２極電圧値を算出して画素電極に印加する。
【００３１】
　このように、負極電圧そのもののデータではなく、正極電圧の値を用いて目的の負極電
圧を算出することが可能な補正値を電圧データ格納部に格納する。あるいは、正極電圧そ
のもののデータではなく、負極電圧の値を用いて目的の正極電圧を算出することが可能な
補正値を電圧データ格納部に格納する。
【００３２】
　この結果、例えば、負極電圧のデータそのものを電圧データ格納部に格納する場合には
各データ用に８ビットのビット数が必要であるような場合でも、例えば４ビット等のよう
に、必要なビット数を少なくすることができる。
【００３３】
　したがって、負極電圧のデータそのものを電圧データ格納部に格納するのと比べて、電
圧データ格納部に格納すべきデータの量を小さくすることができる。
【００３４】
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　それゆえ、設定したいずれの階調においても、フリッカーが出にくく、階調間で正極電
圧、負極電圧のばらつきが少なく、設定した階調ごとに所望の階調を実現する正しい輝度
が得られ、かつ、電圧データ格納部の容量を圧迫しにくい表示装置を実現することができ
るという効果を奏する。
【発明の効果】
【００３５】
　以上のように、本発明に係る表示装置は、各階調ごとに 正極電圧
と負極電圧 とを決め、フリッカーが最も小さくなるような対向電圧 と 対向電圧 の
代表値とを決めて 対向電圧 と 代表値との差分を求め、 正極電圧 、 負
極電圧 のいずれにも 差分を加算するとともに 対向電圧は 代表値に設定した
状態で、ガンマ値を所定の値に設定し、センター電圧値 対向電圧 を一定にし
、階調を変えながら、設定したガンマ値に相当する階調－輝度曲線上に値が乗るように調
整された について、 正極電圧および負極電圧
の一方 を第１極電圧 、他方 を第２極電圧 とするとき、 第１極電
圧値が電圧データ格納部に格納されるとともに、 第２極電圧値と、 第１極電圧値
の１の補数との差である補正値が 電圧データ格納部に格納されており、表示処理時に
は、 第１極電圧値と 補正値とを用いて 第１極電圧値に対応する 第２極電
圧値を算出する電圧データ生成部を備えた構成である。
【００３６】
　また、本発明に係る表示装置は、各階調ごとに 正極電圧 と負極電
圧 とを決め、フリッカーが最も小さくなるような対向電圧 と 対向電圧 の代表値と
を決めて 対向電圧 と 代表値との差分を求め、 正極電圧 、 負極電圧
のいずれにも 差分を加算するとともに 対向電圧は 代表値に設定した状態で、
ガンマ値を所定の値に設定し、センター電圧値 対向電圧 を一定にし、階調を
変えながら、設定したガンマ値に相当する階調－輝度曲線上に値が乗るように調整された

について、 正極電圧および負極電圧の一方
を第１極電圧 、他方 を第２極電圧 とするとき、 第１極電圧値が電

圧データ格納部に格納されるとともに、 第１極電圧値の値を用いて 第２極電圧値
を算出することが可能な補正値であって、 第２極電圧値そのものと比べて、数値の必
要ビット数が小さい補正値が 電圧データ格納部に格納されており、表示処理時には、

第１極電圧値と 補正値とを用いて 第１極電圧値に対応する 第２極電圧値
を算出する電圧データ生成部を備えた構成である。
【００３７】
　これにより、負極電圧のデータそのものを電圧データ格納部に格納するのと比べて、電
圧データ格納部に格納すべきデータの量を小さくすることができる。
【００３８】
　それゆえ、設定したいずれの階調においても、フリッカーが出にくく、階調間で正極電
圧、負極電圧のばらつきが少なく、設定した階調ごとに所望の階調を実現する正しい輝度
が得られ、かつ、電圧データ格納部の容量を圧迫しにくい表示装置を実現することができ
るという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３９】
　本形態は、アクティブマトリクス型の液晶表示装置である。まず概要を述べれば、本形
態の表示装置は、フリッカーの出にくい正極電圧と負極電圧とを求めておき、電圧データ
格納部のメモリテーブル内に、液晶印加電圧（画素印加電圧）として、正極電圧データを
格納するとともに、負極電圧そのものではなく、正極電圧と計算すると負極電圧を算出可
能な値である補正値を格納するようになっている。これにより、フリッカーを出にくくす
ることができる。加えて、メモリサイズの縮小を実現し、実装面積の縮小ならびにコスト
ダウンを図ることができる。
【００４０】
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　まず、比較例の構成について述べる。
【００４１】
　図１に示すように、表示装置１は、ＬＣＤＣ（ Liquid crystal display controller(液
晶表示装置コントローラ )）１０、電圧データ格納部１５、ソースドライバ１９、液晶パ
ネル２１を備えている。ＬＣＤＣ１０は、ディスプレイＲＡＭ１１と、ガンマ Pre Table
１３と、電圧データ生成部１６とを有している。なお、図１に示す各部材自体は、本形態
の電圧データ生成部１６を除いて公知の構成を適宜使用可能であるため、詳しい説明は省
略する。また、ゲートドライバ等、他の部材も公知のものを用いて設けられているが、記
載や説明は省略する。
【００４２】
　ここでの説明では、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の各液晶印加電圧である映像信号デ
ータのビット数がそれぞれｘ、ｙ、ｚであることを、「ｘ：ｙ：ｚ」と表す。
【００４３】
　例えば携帯電話のホスト等の外部機器から、ＬＣＤＣ１０に「８：８：８」の映像信号
データ９が入力される。
【００４４】
　ディスプレイＲＡＭ１１は入力データをまびいて、「５：６：５」の映像信号データ１
２にする。
【００４５】
　ＬＣＤＣ１０内の図示しないビット変換回路およびガンマ Pre Table１３により、映像
信号データ１２が補正されて、「７：７：７」の映像信号データ１４になる。なお、とり
えるガンマ値として、１．０、１．８、２．２、２．５がある。
【００４６】
　映像信号データ１４は、外部機器本体からきた映像信号をビット変換したものであり、
電圧データ生成部１６がメモリテーブルを備えた電圧データ格納部１５にアクセスするた
めのアドレスとして用いられる。「７：７：７」であるので、Ｒ、Ｇ、Ｂそれぞれの映像
信号がとり得るアドレスの範囲は２の７乗個ある。電圧データ格納部１５のメモリテーブ
ル内に、そのアドレスに対応した電圧データが存在する。各階調とガンマ値により、参照
するアドレスが異なる。
【００４７】
　１５は、液晶印加電圧の入ったメモリテーブルを備えた電圧データ格納部である。
【００４８】
　図２に示すように、比較例では、メモリテーブルは、Ａビットデータ×２の７乗×２個
である。一方のＡビットデータ×２の７乗個は、映像電圧を構成する、正極電圧を格納し
た正極電圧データテーブル３１である。他方のＡビットデータ×２の７乗個は、同じく映
像電圧を構成する、負極電圧を格納した負極電圧データテーブル３２である。なお、この
例では上記のデータがＲ、Ｇ、Ｂそれぞれ７ビットであるため２の７乗個であるが、この
数値は７に限定されない。
【００４９】
　これらのデータはＦＰＣ（フレキシブルプリント回路）上のＥＥＰＲＯＭ（ Electrical
ly Erasable Programmable ROM）という書き換え可能なＩＣの内部に保存されている。
【００５０】
　前述の引き込みがなければ、負極電圧としては、正極電圧の１の補数を採用すればよい
ので、負極電圧をメモリテーブルに格納しておく必要はないが、実際には引き込みがある
ので、そのような計算結果ではフリッカーの問題が生じる。そして、引き込み電圧をΔＶ
、ゲート電圧のピーク toピーク電圧をＶ gpp、液晶の容量をＣ lc、補助容量をＣ cs、寄生
容量をＣ gdとすると、
ΔＶ＝Ｖ gpp×Ｃ gd／（Ｃ lc＋Ｃ cs＋Ｃ gd）
であり、この式において、 Clcは液晶印加電圧が増えると増加する傾向にある。ゆえに、
引き込み電圧は一定値ではなく、液晶印加電圧によって変化する。なお、映像電圧（負極
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電圧）が対向電圧より小さいときを状態１、映像電圧（正極電圧）が対向電圧より大きい
ときを状態２とすると、状態１から状態２へと変化したときと、状態２から状態１へと変
化したときとでは、画素電極と対向電極の間の電界の向きが異なるため、Ｃ lcが異なると
いうように、Ｃ lcはヒステリシス性も有している。
【００５１】
　このように、種々の要因により、負極電圧としては単純に正極電圧の１の補数を採用す
ることができない。そこで、表示品位上望ましい（すなわち、フリッカーの少ない）負極
電圧をあらかじめ求めておき、それをメモリテーブルに格納しておく。
【００５２】
　図３に示すように、本形態では、メモリテーブルは、Ａビットデータ×２の７乗＋Ｂビ
ットデータ×２の７乗である。ここで、Ｂ＜Ａであり、より好ましくはＢ≪Ａである。
【００５３】
　一方のＡビットデータ×２の７乗個は、映像電圧を構成する、正極電圧を格納した正極
電圧データテーブル３１である。他方のＢビットデータ×２の７乗個は、映像電圧を構成
する負極電圧の代わりに、負極電圧を算出するための補正値を格納した補正値テーブル３
３である。
【００５４】
　これらのデータは、上記同様、ＦＰＣ上のＥＥＰＲＯＭという書き換え可能なＩＣの内
部に保存されている。
【００５５】
　比較例においては、図２に示すように、電圧データ生成部１６によって、正極電圧およ
び負極電圧のそれぞれについて、電圧データ格納部１５のメモリテーブルから映像信号デ
ータが選択（読み出し）され、それが液晶印加電圧の最適な映像信号データとしてソース
ドライバ１９によって液晶パネル２１にて用いられる。液晶印加電圧はソース信号ライン
を用いて液晶パネル２１中の各画素に印加されて画像が表示される。なお、ソースドライ
バ１９、ゲートドライバ（図示せず）等を用いて画素にデータに応じて電圧を印加する仕
組みについては公知であり、ここでは説明を省略する。
【００５６】
　一方、本形態においては、図３に示すように、電圧データ生成部１６によって、正極電
圧について、電圧データ格納部１５のメモリテーブルから映像信号データが選択される。
一方、負極電圧については、後述するように、電圧データ生成部１６によって、電圧デー
タ格納部１５のメモリテーブルから、該当する正極電圧に対応する補正値が選択（読み出
し）され、表示装置内の回路にて負極電圧が計算され、それが液晶印加電圧として用いら
れる。
【００５７】
　ライン反転点順次駆動で、黒べた画面表示の時には、電圧データ格納部１５のメモリテ
ーブルの正極電圧データと負極電圧データとの関係は図４のようになる。
【００５８】
　映像電圧は、正極電圧と負極電圧との２値のいずれかをとる。対向電圧は、交流でもよ
いし、直流でもよい。本形態では交流である。
【００５９】
　すでに述べたように、黒べた表示のとき、図４のように、ｎライン目と（ｎ＋１）ライ
ン目で、液晶印加電圧は等しくなる必要がある。液晶に引き込み等がない場合、負極電圧
は正極電圧の１の補数をとることで求められる。一般的に液晶では引き込みがあり、それ
に伴って映像信号の電位である映像電圧が下がる。すなわち、映像信号のセンター電圧値
が下がる。引き込みは白に近いほど大きくなる。センター電圧値が下がる画素印加電圧が
、ｎライン目と（ｎ＋１）ライン目とで異なり、その結果、フリッカーが見えてしまう。
【００６０】
　そこで、本形態では、１の補数で求めた負極電圧に補正をかけることで、液晶印加電圧
がｎライン目と（ｎ＋１）ライン目で等しくなるようにする。言い換えれば、フリッカー
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を合わせる。
【００６１】
　補正値の算出は、後述の（ステップ１）ないし（ステップ３）にて詳述するが、まず概
要を述べると、まず、各階調ごとにフリッカーが最小となる映像信号センター電圧値を実
測する。言い換えれば、対向電圧のセンター電圧値と映像信号のセンター電圧値を合わせ
る。
【００６２】
　次に、その実測したセンター電圧値から負極電圧を算出する。これは、
（映像信号のセンター電圧値）－映像信号の振幅／２
である。
【００６３】
　最後に、算出した負極電圧から正極電圧の１の補数を引くことで補正値が求まる。本形
態では、表示装置製造時に、負極電圧そのものではなくこの補正値をメモリテーブルに格
納しておく。
【００６４】
　表示処理時には、表示装置内にて、この補正値とそれに対応する正極電圧とから負極電
圧を計算する。具体的には、図５に示すように、表示装置内の電圧データ生成部１６に、
メモリテーブルから得られる正極電圧データが入力されるインバータ４１を備え、これに
より正極電圧の１の補数を出力し、それと、メモリテーブルから得られる補正値とを加算
器４２にて加算して出力すればよい。なお、図５中、正極電圧そのものを選択して出力す
るための回路構成は公知のものを適宜採用できるため記載および説明を省略する。
【００６５】
　比較例の液晶印加電圧の算出では、液晶印加電圧の正極電圧データと負極電圧データの
２種類が必要であり、メモリサイズと容量が大きくなってしまうという欠点がある。
【００６６】
　一方、本形態では、負極電圧データを先ほど述べた方法で算出し、これを負極電圧の代
わりにすることにより、メモリサイズの縮小（具体的には (Ａ－Ｂ )×２の７乗個分）を実
現し、実装面積の縮小ならびにコストダウンを図ることができる。
【００６７】
　（ステップ１）
　画素電極に印加される電圧を映像電圧と称し、対向電極に印加される電圧を対向電圧と
称し、その差として画素に与えられる電圧を画素印加電圧と称し、映像電圧や対向電圧の
振幅の１／２をそれぞれのセンター電圧値と称する。映像電圧は、交流駆動であるため２
値の値をとり、対向電圧より高いほうを正極電圧、対向電圧より低いほうを負極電圧と称
する。
【００６８】
　まず、個々の画素の仕様等を参考にして、設計者が、あるいはコンピュータ等で計算し
て、各階調ごとに、正極電圧と負極電圧とを仮に決める。
【００６９】
　設計者が、各階調ごとに、正極電圧の引き込み、負極電圧の引き込みを考慮したうえで
、対向電圧を変化させる。そして、輝度計等を用いて液晶パネルの液晶印加電圧を測定し
、所望のフリッカーになるような対向電圧、すなわち、フリッカーが全くあるいはほぼ、
すなわち実質的に問題のないレベルほどしか観察されなくなるときの対向電圧を求める。
そのような対向電圧をＶＦ（ｎ）とする（ｎは各階調を表す番号、ｎ＝１、２、３、・・
・、Ｎとする（Ｎは何階調かを表す数値））。
【００７０】
　より具体的には、輝度計（図示せず）を用いて液晶パネルの輝度を測定し、その輝度デ
ータをオシロスコープ（図示せず）にて電圧値へ変換する。フリッカーが多く出ていると
きほど、電圧波形の振幅が大きい。設計者がその電圧波形を見て、上記の対向電圧を決め
ればよい。
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【００７１】
　次に、設計者が、ＶＦ（１）からＶＦ（Ｎ）までの間の中間値を代表値として決め、Ｖ
ＦＣとする。例えば、ＶＦＣとして、ＶＦ（１）ないしＶＦ（Ｎ）の平均値を採用できる
。
【００７２】
　次に、
　ΔＶＦ（１）＝ＶＦ（１）－ＶＦＣ、
　ΔＶＦ（２）＝ＶＦ（２）－ＶＦＣ、
　ΔＶＦ（３）＝ＶＦ（３）－ＶＦＣ、
　・・・、
　ΔＶＦ（ｎ）＝ＶＦ（ｎ）－ＶＦＣ、
　・・・、
　ΔＶＦ（Ｎ）＝ＶＦ（Ｎ）－ＶＦＣ
のように、差分対向電圧ΔＶＦ（ｎ）を求める。
【００７３】
　各階調ごとに、正極電圧、負極電圧のいずれにも、ΔＶＦ（ｎ）を加算する。
【００７４】
　対向電圧は、代表値に設定する。
【００７５】
　以上のステップにより、設定したいずれの階調においても、フリッカーが出にくく、か
つ、階調間で正極電圧、負極電圧のばらつきが少ない、正極電圧、負極電圧、対向電圧を
求めることができる。
【００７６】
　（ステップ２）
　ステップ１を終えた段階では、設定した階調ごとに、所望の階調を実現する正しい輝度
が得られているとは限らない。そこで、次に、ガンマ値を所定の値（例えば２．５）に設
定し、センター電圧値、対向電圧を一定にし、輝度計等を用いて、階調を変えながら、設
定したガンマ値に相当する階調－輝度曲線上に値が乗るように、正極電圧、負極電圧を調
整する。必要に応じて、この調整処理を数十回繰り返す。この調整方法としては、例えば
線形補間等の一定の方法を採用してコンピュータ等で計算できる。
【００７７】
　より具体的には、輝度計（図示せず）を用いて液晶パネルの輝度を測定し、その輝度デ
ータと階調とのグラフ上にプロットし、階調－輝度曲線と比較すればよい。
【００７８】
　なお、以下の関係がある。すなわち、画素印加電圧の定義により
画素印加電圧＝映像電圧の振幅／２＋対向電圧の振幅／２
であるが、
映像電圧の振幅＝（正極電圧－負極電圧）／２
であるので
画素印加電圧＝（正極電圧－負極電圧）／２＋対向電圧の振幅／２　　（１）
である。また、センター電圧値の定義により
センター電圧値＝（正極電圧＋負極電圧）／２　　　　　　　　　　　（２）
である。ステップ２においてはセンター電圧値、対向電圧を一定にするので、上記式（１
）（２）から、画素印加電圧、正極電圧、負極電圧のうちの一つを決めれば残りの二つは
決まることがわかる。
【００７９】
　なお、このとき、映像電圧のセンター電圧値と対向電圧のセンター電圧値とは等しくな
っている。そして、
負極電圧＝（対向電圧のセンター電圧値）－（正極電圧－対向電圧のセンター電圧値）
となっている。
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【００８０】
　以上のステップにより、設定したいずれの階調においても、フリッカーが出にくく、階
調間で正極電圧、負極電圧のばらつきが少なく、かつ、設定した階調ごとに所望の階調を
実現する正しい輝度が得られる正極電圧、負極電圧、対向電圧を求めることができる。
【００８１】
　（ステップ３）
　上記比較例では、正極電圧、負極電圧について、あらかじめ表示装置内に用意したメモ
リテーブルに格納しておく。
【００８２】
　一方、本形態では、このようにして得られた正極電圧、負極電圧、対向電圧のうち、正
極電圧（第１極電圧）はメモリテーブルに格納しておき、負極電圧（第２極電圧）につい
ては、負極電圧そのもののデータではなく、以下のように、各正極電圧に対してステップ
２で求められた負極電圧（ＶＮ（ｎ）とする；ｎは既出の通り階調を表す番号）との間で
所定の関係を有する補正値を求め、そのデータを格納しておく。つまり、正極電圧の値を
用いて目的の負極電圧を算出することが可能な補正値を格納するということである。
【００８３】
　このとき、補正値が、負極電圧（第２極電圧）そのものと比べて、数値の必要ビット数
が小さくなるように、算出式を選ぶ。例えば正極電圧の１の補数との差を採用できる。
【００８４】
　すなわち、例えば以下のように、所定の関係として、「正極電圧の１の補数との差」を
採用できる。
【００８５】
　ステップ２で求められた各正極電圧（ＶＰ（ｎ）とする；ｎは既出の通り階調を表す番
号）において、正極電圧の１の補数（ＶＱ（ｎ）とする）を算出する。これは、引き込み
がないと仮定した場合の、正しい負極電圧に相当する。そして、以下のように、そのＶＱ
（ｎ）と、各正極電圧に対してステップ２で求められた負極電圧（ＶＮ（ｎ）とする；ｎ
は既出の通り階調を表す番号）との間の差ΔＶＭを、補正値として求める。すなわち
ΔＶＭ（ｎ）＝ＶＮ（ｎ）－ＶＱ（ｎ）
である。
【００８６】
　負極電圧そのもののデータの代わりに、補正値として、ΔＶＭ（ｎ）を、各正極電圧に
対応させてメモリテーブルに格納する。
【００８７】
　なお、格納するデータは、例えば以下のようにして求めることができる。すなわち、駆
動電圧をＶＤ（例えば３．３Ｖ駆動ならばＶＤ＝３．３Ｖ）とし、階調数をＫ（例えば２
５６階調の場合Ｋ＝２５６）とすると、
正極電圧＝（正極電圧用にメモリテーブルに格納するデータ）×ＶＤ／Ｋ
補正値＝（補正値用にメモリテーブルに格納するデータ）×ＶＤ／Ｋ
で求めることができる。
【００８８】
　ここで、例えば、正極電圧データを８ビットとし、補正値を４ビットとすることができ
る。すでに述べたように
引き込み電圧Δ∨＝Ｖ gpp×Ｃ gd／（Ｃ lc＋Ｃ cs＋Ｃ gd）
である。液晶パネルにおける引き込みのばらつきは一般的に３％から５％程度であるため
、最大値は５％である。
【００８９】
　ゲート電圧のピーク toピーク電圧Ｖ gpp＝１５Ｖのとき、それにより、引き込み電圧の
ばらつきは１５×０．０５＝０．７５Ｖとなる。この電圧を２の（補正値のビット数）乗
、すなわち２の４乗（１６）で割ったものが、補正値の分解能となり、０．７５／１６＝
０．０４６９Ｖが補正値の分解能となる。
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【００９０】
　一方、正極電圧データは８ビットであるが、これを本形態では４つのガンマ値（すなわ
ち、１．０、１．８、２．２、２．５）に割り当てているため、
２ 8／２ 4＝６４
　となるので、各ガンマ値に対して、６４階調の割り当てを行っていることになる。その
ため、映像信号の振幅３．３Ｖを６４（階調）で割った電圧は０．０５１５６Ｖとなり、
１ビットあたりの刻みが０．０５１５６Ｖとなる。すなわち、
０．０４６９Ｖ＜０．０５１５６Ｖ
であり、補正値の分解能が正極電圧の分解能を上回っていることがわかる。それゆえ、補
正値のビット数は４ビットでよいことになる。
【００９１】
　このように、補正値（補正ビット）の算出に必要なパラメータは、
引き込みのばらつき（液晶材料やパネル回路に依存する）の、特に、最大値、
映像信号の振幅、
使用する階調
が挙げられる。これらを基に、上記説明からわかるように、以下の不等式が満たされるよ
うに、補正値のビット数Ｂを設定すればよい。すなわち、
Ｖ gpp×Ｈ max／２ B　＜　ＶＡ／ＫＤ
ここで、
Ｖ gpp ：ゲート電圧のピーク toピーク電圧
Ｈ max ：引き込みのばらつきの最大値
Ｂ　　：補正値のビット数
ＶＡ　：映像信号の振幅
ＫＤ　：各ガンマ値に対して割り当てられる階調数
である。
【００９２】
　これにより、メモリテーブルに格納すべきデータの量をより容易に小さくすることがで
きるので、メモリテーブルの容量圧迫をより容易に抑制することができる。
【００９３】
　また、例えば本形態のように、上記不等式を満たす補正値のビット数（４ビット）が、
上記第１極電圧のビット数（８ビット）の半分にまで抑えることができている。このため
、メモリテーブルに格納すべきデータの量をより確実に小さくすることができるので、メ
モリテーブルの容量圧迫をより確実に抑制することができる。
【００９４】
　このように、補正値が、第２極電圧そのものと比べて、数値の必要ビット数が小さくな
るように、算出式（差分）を選んでいる。
【００９５】
　以上のように、負極電圧そのもののデータではなく、正極電圧の値を用いて目的の負極
電圧を算出することが可能な補正値をメモリテーブルに格納することにより、設定したい
ずれの階調においても、フリッカーが出にくく、階調間で正極電圧、負極電圧のばらつき
が少なく、設定した階調ごとに所望の階調を実現する正しい輝度が得られ、かつ、メモリ
テーブルのメモリ容量を圧迫しにくい表示装置を実現することができる。
【００９６】
　なお、上記例では、正極電圧そのものをメモリテーブルに格納するとともに、正極電圧
の値を用いて目的の負極電圧を算出することが可能な補正値をメモリテーブルに格納して
いるが、逆に、負極電圧そのものをメモリテーブルに格納するとともに、負極電圧の値を
用いて目的の正極電圧を算出することが可能な補正値をメモリテーブルに格納するように
してもよい。
【００９７】
　実際に表示を行うときには、電圧データ生成部１６は、階調を指示されると、電圧デー
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タ格納部１５のメモリテーブル、すなわち正極電圧データテーブル３１と負極電圧データ
テーブル３３とにて、その階調に応じた正極電圧（ＶＰ（ｎ））と補正値（ＶＮ（ｎ））
とをそれぞれ参照する。そして、すでに図５を用いて説明したようにして、電圧データ生
成部１６は、その正極電圧と補正値から負極電圧を以下の式
ＶＮ（ｎ）＝ΔＶＭ（ｎ）＋ＶＱ（ｎ）
に基づいて求める。そして、ソースドライバ１９は、得られた正極電圧と負極電圧とに沿
ってソース信号ラインにて画素電極に画素印加電圧を印加すればよい。
【００９８】
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の変
更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段を組み合わせ
て得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００９９】
　フリッカーが出にくく、液晶表示装置等のような用途にも適用できる。
【図面の簡単な説明】
【０１００】
【図１】本発明の実施形態を示すものであり、表示装置の要部構成を示すブロック図であ
る。
【図２】比較例におけるメモリテーブルを示す図である。
【図３】実施形態におけるメモリテーブルを示す図である。
【図４】正極電圧、負極電圧、対向電圧の関係を示す図である。
【図５】電圧データ生成部にて表示処理のために負極電圧を生成する様子を示す図である
。
【符号の説明】
【０１０１】
　１　　表示装置
　９　　映像信号データ
１０　　ＬＣＤＣ
１１　　ディスプレイＲＡＭ
１２　　映像信号データ
１３　　ガンマ Pre Table
１４　　映像信号データ
１５　　電圧データ格納部
１６　　電圧データ生成部
１９　　ソースドライバ
２１　　電圧データ生成部
３１　　正極電圧データテーブル
３２　　負極電圧データテーブル
３３　　補正値データテーブル
４１　　インバータ
４２　　加算器
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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